
 

 

人権に関する市民意識調査の概要について  

  

【基本的な方針】  

 ・今回の調査については、「過去に実施した調査との経年比較」と「新たな

人権課題の現状把握」を中心に行い、今後の計画見直しの資料とするもの

です。  

 

【概要】 

 ・調査対象：本市に居住する 16 歳以上の男女 

 ・標 本 数：３，０００ 

 ・抽出方法：住民基本台帳から無作為抽出 

 ・調査方法：配布･回収とも郵送法、お礼兼催促状 1 回配布 

 ・調査期間：2018（平成３０）年 5 月 15 日～31 日 (予定) 

 ・調査票の集計及び分析 株式会社明豊に委託 

 

【設問】 

 ・今回の調査分野は、次の 5 分野 32 問で構成しています。  

  １  人権問題や世の中のこと等についての考え  ２問  

  ２  人権全般                 ６問  

  ３  主な人権課題              １０問  

  ４  人権学習や行政への要望等について     ７問  

  ５  属性                   ７問  

 

【新たな課題】 

  １  犯罪被害者に関する人権問題  

  ２  インターネットを悪用した人権侵害に関する問題  

  ３  東日本大震災や福島第 1 原子力発電所事故に関する人権問題  

  ４  ＬＧＢＴなどの性的少数者に関する人権問題  

 

【県・国との同一項目】 

・県 ９問（属性除く）  

  ・国１５問（属性除く）  

 

【過去の実施調査との比較】  

  ・平成 25 年調査との比較 主に「人権学習や行政への要望等について」  

  ・平成 16 年調査との比較 全分野を網羅  

  

資料２  


